
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用

いて自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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 今年度は乳児保育の評価が低くなっている。乳児期の教育的な視点を整理して職

員同士で共有していきたい。そのために職員間での情報の共有や研修内容のアウト

プットする機会も設けるなどの対応が必要になる。 

また、地域との関わりの少なさを感じている職員も多く、子育て支援・地域との

関わりも含めて重点的な項目になってくると感じている。地域に対して何ができる

のかをテーマに職員間でのアイデアを出していきたい。 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

健全な職場環境の確

立 

ワークライフバランスを意識した職場環境づくりに努めると共

に、セクハラ、パワハラのない職場づくりの推進 

・有給取得率８０％を目標とする 

受容的環境の確立 人的・物的両面において、受容的環境を確立し、子ども・高齢

者・障害者が信頼感と安心感を持って生活出来ているかの検

証・改善と報告 

・養護的な関わりについて自己評価を４か月に１回行う 

保護者、地域への説

明 

法人が提供する保育・介護・障害福祉サービス内容について、

保護者や地域住民等に対して説明する機会を設ける 

・保護者へ教育・保育説明会を行い、地域へ向けての場所の探

索を行う 

 

 


